
 

 

 

 

 

 

 

 

 

天気も上々！ 田植え体験学習 できました！  
自分が植えた田んぼの美味しいご飯が食べたい！ 6月 1５日（木） 

 大草野小学校の子どもたちの行事の日は、ほぼいい天気になります。先日の芋さしだけが延期になりま

したが、本日、梅雨の半ばにしては良過ぎでしょう！ 

５年生は、現在学年別では一番の大所帯、２班に分か

れても、１列につき４，５回ずつくらい植えるくらいのスピ

ースしかありません

でした。 

今年の５年生は、

掛け声を自発的に

やってくれた子が

いい仕事をしてく

れました、みんな

に声が出て、グッジョブ！でした。 始まる前に田植え用の足袋を履く

のに悪戦苦闘している児童が毎年います。 今回、田植え足袋を履

くのを手伝いましたが、足首からかかとにかけての部分が固く作られ

ていて、少し足が大きい子は履きにくそうでした。 子どもたちにして

みれば、安全でありさえすれば、裸足が一番色々な体験になってい

いのかもしれませんね。 いよいよ田植えが始まって、これも毎年の

ことですが、最初の２，３列を見ていると、「いつまでかかるのかな？」

と心配になりますが、それを

過ぎると次第にうまくなって

いきます。 気持ちにゆとりもできたのか、「おいしくなぁれ、おいし

くなぁれ、萌え萌え、キュンキュン！」という掛け声も始まって、クラ

スのみんなの仲の良さまで伝わってきました。 今年の田植えチャ

ンピオンは、右の

写真の２人です。 

最初の班では小

濱優来さん、２班

では福田倫斗さ

ん。この２人は最

初から迷いもなく

手が動き、プロフ

ェッショナルな感

じでした。２人と

も、グッジョブ！  
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今年の田植えチャンピオン 

小濱優来さんと福田倫斗さん 

ただいま３列目、始まったばかり！ 



ホタルが乱舞する姿を見たい！ 
４年生１５名が幼虫を放流（６月２０日：火曜日） 

 私が事務局になって４年目ですが、今日が一番の晴天になり、気温も

ずいぶん上がってきました。 やぶ蚊がたくさん飛来したので、「子ども

達は半そで半ズボンや

っぎ蚊に食わるっば

い！」と言って、蚊取り

線香や虫よけスプレー

を取りに帰ったりして、

大草野コミュニティのＧ

達は優しいでしょ？ 

最初は恐る恐る人工

小川を見ていた子ども

達も、慣れてきたら、小

川の中をじーっと覗き込

んで、カワニナや蛍の卵がないか一生懸命に探していました。 

蛍の幼虫と幼虫のエサになる川ニナを放流し終わって帰るころは、

まだ遊びたいようで、サワガニやバッタなどを探している子もいました。 今年は蛍の飛ぶ姿を見られたよう

ですが、鑑賞会の時間は取れずに終わりました。 以前と同じように、大人も子どもも、一緒になってホタル

の観賞会が出来たらいいなと思います。 そのための環境整備ができたらいいと思っています。 

毎年のことですが、ホタルの幼虫を顕微鏡にセットするのは、なかなか難しく、思うようにいきません。 

生きた状態を見せるためにガラスに挟まないでレンズの上に

置くと、幼虫が動き回り、タイミングを考えて顕微鏡を覗き込まな

ければなりません。 子ども達に、エイリアンの姿を見せるのは毎

回大変です！ 

「ギャッ！！」と、言う

男子がいるかと思えば、

女子が「カワイイ！！」と

言ったりで、最近は、

色々な場面で子ども達

の多様性を垣間見るこ

とができます。 黒い小さなゴミにしか見えない幼虫が、顕微鏡を

覗くと、ムカデに毛の生えたような生き物がうごめいています。 

子ども達は、講師の一ノ瀬顧問のホタルの生涯についての話を、

行儀よく静かに聞いていましたが、一生のうちのほとんどを水中で過ごし、きれいな光を放って飛び回るの

が１０日から２週間だと聞いて、「ホタルの一生」についてどんな感情を持ったでしょうか？ 
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先
日
、
六
一
才
で
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
を
患
っ
て
い
た
職
場
の
後
輩
が
亡

く
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
に
病
気
が

進
行
し
て
い
る
と
は
思
っ
て
も
い
な

く
て
、
後
で
ゆ
っ
く
り
語
り
合
う
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
、
と
暢
気
に
構
え

て
い
た
こ
と
を
反
省
し
て
い
ま
す
。 

 

彼
の
病
気
が
判
明
し
た
の
は
合
併

直
前
の
平
成
一
七
年
頃
。
合
併
後

も
勤
め
て
い
ま
し
た
が
、
病
気
が
進

行
し
て
早
期
退
職
を
し
て
い
ま
し

た
。 

彼
は
、
い
わ
ゆ
る
細
マ
ッ
チ
ョ

で
、
瘦
身
で
も
腕
力
は
強
く
、
脚
力

も
あ
り
、
野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で

は
、
大
飛
球
を
放
っ
て
い
ま
し
た
。

家
が
大
茶
樹
の
近
く
だ
っ
た
の
で
、

そ
の
大
飛
球
に
は
「
大
茶
樹
返
し
」

と
い
う
異
名
ま
で
あ
り
ま
し
た
。 

私
が
ま
だ
二
〇
代
の
頃
、
私
の
発

案
で
仲
間
を
集
め
、
役
場
職
員
の

親
交
の
た
め
に
日
の
出
か
ら
日
没

ま
で
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
行
い
ま
し

た
。
彼
ひ
と
り
だ
け
一
度
も
休
ま

ず
全
イ
ニ
ン
グ
ず
っ
と
出
場
し
た
タ

フ
ガ
イ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
温
厚
で

誠
実
、
仕
事
も
熱
心
で
間
違
い
が
な

く
、
誰
か
ら
も
信
用
さ
れ
愛
さ
れ

る
人
物
で
し
た
。
そ
ん
な
彼
が
こ
ん

な
に
早
く
い
な
く
な
る
と
は
・・・
。 

 

通
夜
の
夜
、
奥
さ
ん
か
ら
「
江
口

さ
ん
と
絵
の
お
話
を
し
た
が
っ
て
い

ま
し
た
。
」
と
聞
い
た
と
き
、
何
と
も

申
し
訳
な
い
感
情
が
湧
い
て
き
て
、

そ
れ
か
ら
ず
っ
と
心
の
隅
に
後
悔
が

居
座
っ
て
い
ま
す
。
合
掌 

幼虫の絵が上手な志田陽翔さんです！ 

卵から蛍になるまでを聞き入っています。 

無事に育って蛍になぁれ！ 


